【ＰＬＡ報告】
宮内博史弁護士やＨＲＮ事務局長の伊藤和子弁護士と、ミャンマー（ビルマ）から逃れてきた若者たちが通う、タイ国境付近にありますＰＬＡで、ニーズ調査を中心としつつ、講義も担当させていただきました、弁護士の久保田祐佳です。
 
宮内博史弁護士が詳細な報告をしてくれる予定ですので、私からは簡単なご報告をさせていただきます。
 
ミャンマー（ビルマ）は皆様ご承知の通り、現在、軍事政権下にあります。そのミャンマー（ビルマ）からタイへ逃れてきた若者たちが通う学校が「ピース・ロー・アカデミー」（ＰＬＡ）です。
将来、ミャンマー（ビルマ）の民主化を実現できるような人材を育成すること、そしてミャンマー（ビルマ）の民族間対立を融和できるような人材を育成すること、が目的の学校です。ですので、この学校にはミャンマー（ビルマ）のいろいろな民族の若者がいます。ここでは、本国では対立している民族同士の若者も、とても仲がいいです。 
 
当のミャンマー（ビルマ）では、今年、20年ぶりに総選挙が行われることになっています。
（ＨＲＷの情報によれば11月7日とのことです。）
それを踏まえ、私は民主的選挙のための諸原則と選挙に関する日本の判例をいくつか紹介しました。
 
どこまで自分の行った講義が学生の皆さんの役に立っているのか不安でしたので、授業後、何人かの学生に、「授業は楽しかったですか？役に立ちましたか？」と聞いてみると、「もちろんです。なかなかうまく理解できないこともあるけれど、私たちは、勉強できること自体がうれしいですし、楽しいんです。」という回答が返ってきました。
こうした学ぶことに対する真剣な姿勢には、率直にとても心を打たれました。
その反面、いくらでも学ぶための材料がそろっている日本にいる私は、彼らと同じくらいに真摯な姿勢で日々、法律家としての技術を磨き、一人でも多くの人たちの役に立てる法曹になるための努力をできているだろうか？と、反省しました。
 
ミャンマー（ビルマ）が真の民主的国家になるのには、残念ながら、まだまだ時間がかかると思います。
けれど、こうした活動を地道に積み重ねていくことで、いつかきっと、突然、理不尽に身体を拘束されたり、危険な労働に強制的に従事させられたり、情報統制がなされたりというミャンマー（ビルマ）の状況を打破できるのではないかと、若輩者ながら、信じています。
 
最後に、まだ弁護士になりたての私に、今回のような貴重な機会を与えてくださったＨＲＮ事務局長の伊藤和子弁護士には、感謝しても感謝しきれません。
今回の経験を機に、私なりにミャンマー（ビルマ）のために貢献できる道を探ってゆきたいと思います。
 
ぜひ、この報告を読まれた皆様にも、このＰＬＡプロジェクトを初め、さまざまな国際人権活動を行っている、ヒューマンライツ・ナウにも関心を持っていただければ、と思います。
 
それでは簡単ですが、以上で報告を終えさせていただきます。
 
久保田　祐佳
